
 
 
 
 
 
 

 ６月の研究会は石井なをみ先生をお迎えして、講座形式の勉強会となりました。ユニークで親しみのあるお話の内容、途

中、何度も皆さんの笑いを誘いながらもバロック音楽の奏法、そして指導の注意点などをわかりやすくお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 何がポリフォニーで難しいのか？ 

ポリフォニー音楽では「縦と横」の整理が必要！「横＝構成」「縦＝音量配分、バランスをとって調和しなければならない」

そのためには和声感と拍感がとても重要。 

 

★ 歌い過ぎてはダメ。 

コンクールではバロックの作品を美しくレガートで演奏されることも多いが「やりすぎに注意」とお話された石井先生。バロッ

クの奏法を理解すれば長いレガートで歌うべきではなく、指導する側はきちんと勉強するべきなのだそうです。 

 

★ バロックでは３つの「つかみ」が大切。 

「３つのつかみ」とは「調性・テンポ・拍子」 その中でも特に「テンポ」が適正でない演奏が多いとの指摘がありました。４分

の３拍子より８分の３拍子の方が速く演奏されるべき、難しい部分を考えてゆっくり目に演奏するとその曲の意図するもの

が変わってしまうなど、テンポ設定の難しさがあるようです。 

 

★ 自分で考える生徒をつくるために 

譜読みをする前に楽譜を見て構成を調べたりすることがとても必要だと、途中何度もお話がありました。今から弾こうとし

ている曲がどういう曲なのか「設計図」を作ってから練習を始める習慣をつけること。それが、のちにドビュッシーなどの作

品にみられる細かい指示（様々な演奏のための表記）を見て「なぜここはフォルテなのか？どうしてスタッカートなのか？」

と表記に対して自分で考えてから弾く生徒を育てることが大切なのだそうです。 

 

 

  講座の後半では石井先生と池川礼子先生が監修された「自分で書き込む！バロック白楽譜」を使って、皆さんでそれぞ

れが「指番号・調整・和声・アーティキュレーション」を書き込んでみるという実践も行われました。特に指番号とアーティキュ

レーションは解釈により音楽が大きく変わってしまうので、意外とみなさん悩まれているようでした・・・もちろん解釈は自由！

答えは１つではありませんが、ぜひバロック作品にふさわしい理解のもとに上手にできるようになりたいものですね！ 

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆） 
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